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レンタルキャンピングカーネット事務局 

 

店舗数・台数ともに増加し、新車導入率が向上。コロナの影響で少人数・短期間傾向へ。 

インバウンド集客が止まるも国内需要を喚起。宿泊場所はオートキャンプ場中心。 

「レンタルキャンピングカー白書 2022 ～事業者の現状と市場動向～」調査レポート（要約版） 
 

 

▸ 調査概要（抜粋） 

・ レンタルキャンピングカーネット掲載情報、店舗事業者への取材 

・ レンタルキャンピングカーネット掲載レンタル店舗向けアンケート調査（N=126） 

・ レンタルキャンピングカー利用経験者へのアンケート調査（N=216）   ※その他 Web上の公開情報、取材を基に調査 
 

▸ 調査サマリー 

・ レンタルキャンピングカーネット掲載レンタル店舗数は 2021 年 8 月現在で 377 店舗（前年比 115.1％）、キャンピング

カー台数は 1,110 台（同 111.3％）、1 店舗当たりの平均保有台数は 2.9 台（同 96.7％） 

・ レンタル車両は車中泊車タイプが増加（2020 年 3.2％→2021 年 7.2％） 

・ 1 組当たりの平均利用料金の 1 位は「10,000 円～30,000 円未満（38.4％）」、平均利用人数の 1 位は「3 名・4 名（各

28.2％）」、平均利用期間の 1位は「2 日（1泊 2 日）（53.7％）」     ※利用者アンケートより 

・ ネット予約・決済システムの利用率は 46.8％ 

・ ペット乗車可の車両保有率は 56.0％ 

・ 店舗のインバウンド対応率は 38.9％、インバウンド集客の割合は 10％未満が 9 割を超える（93.1％） 

・ レンタルキャンピングカー利用者の宿泊場所は大多数がオートキャンプ場を選択（86.7％） 
 

 

 レンタルキャンピングカーネット事務局（運営：アイビル株式会社）は、2018年より隔年で発行してい

るレンタルキャンピングカー業界の調査レポート「レンタルキャンピングカー白書」（2018年は「レンタル

キャンピングカーの市場動向」として発行）の 2022年版を発表しました。 

 

➀ レンタルキャンピングカーネット掲載店舗数の推移 

店舗数は順調に推移、四国を除くすべての地方で店舗数が増加しています。ＦＣを展開する事業者が増え

たことで、多様な業種業態からの新規参入が目立ちました。 

 

 

 



➁ レンタルキャンピングカーネット掲載店舗数の保有台数 

レンタル車両台数は 2020年から 2021年にかけて増加しました。一方、3台未満で事業を開始する店舗が

多かったことで、1店舗当たりの保有台数が減少しています。 

 

 

 
 

 

 

③ レンタルキャンピングカーネット掲載店舗のレンタル台数の車種別データ 

ギャレー設備のない車中泊車タイプの導入が増加、2020年から 2021年にかけて倍以上の割合まで増えて

います。一方でバンコンと軽キャンパーのシェアが若干縮小傾向です。 

 

 

 
 

 



➃ レンタルキャンピングカーの利用料金、人数、期間 

事業者アンケートと異なる部分はありますが、利用者アンケートではレンタルの利用料金は 3万円未満が

約半数、利用人数は 1 名～3名が半数以上を占めています。利用期間についても 1泊 2 日以下が 7割近く

になりました。費用を抑えて少人数で短期間の利用という傾向が強いようです。 
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➄ ネット予約・決済システムの利用率は低下 

コロナ禍においてキャッシュレス決済の普及が進み、利用者からはネット予約・決済の需要が高まってい

るのですが、事業者側の利用率は低く、「今後も利用を考えていない」という事業者が前回調査よりも増

えています。（16.4％→26.2％） 

 

 

 
 



➅ ペット乗車可の車両を保有するレンタル店舗が減少 

1店舗当たりの保有台数が減少したことで、ペット同乗ＯＫの車両を設定する事業者が減少しました。ま

た、事業者アンケートによると、ペット同乗ＯＫの車両を保有全車に設定している店舗は回答者全体の

29.4％で、一部車両でペット同乗ＯＫにしている店舗は 36.5％でした。 

 

 

 
 

 

 

➆ コロナでインバウンドの集客が止まる 

2020年から 2021年にかけて、渡航制限によりインバウンドの集客がストップしました。インバウンド対

応店舗の割合は 2021年に比べ増えていますが（29.5％→38.9％）、集客割合は激減しているという状況で

す。インバウンドから国内需要の対応にシフトする店舗もありました。 

 

 

    
 

           インバウンド対応店舗割合                     インバウンド集客割合 

 

 

 

 

 

 



➇ 車中泊はオートキャンプ場で 

レンタルユーザーが選択する宿泊（仮眠）場所で最も多いのはオートキャンプ場でした。駐車スペースも

十分確保されて、キャンプもできるオートキャンプ場は、ＳＡ/ＰＡやＲＶパークに比べ、キャンピング

カービギナーにとって利用しやすい施設といえます。 

 

 

 
 

 

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

 

 

その他詳細データは「レンタルキャンピングカー白書 2022 ～事業者の現状と市場動向～」（全 64ページ 

モノクロ 定価 5,000円税込）にて紹介しています。 

 

【紹介ページ】 

レンタルキャンピングカー白書（レンタルキャンピングカーネット） 

https://rental-camper.jp/whitepaper/ 

 

 

このお知らせに関するお問い合わせは、下記までご連絡願います。 

 

 

〒150-0012 

東京都渋谷区広尾 1-9-16 ITO広尾ビル 4Ｆ 

TEL.03-5421-2171 FAX.03-5421-2179 

Mail.car@rental-camper.jp 
 

アイビル株式会社 レンタルキャンピングカーネット事務局 

「レンタルキャンピングカー白書 2022」編集担当（滝口）まで 

 


